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“創立３０周年記念式典”が盛大に開催！

１０月２日、３０周年創立記念式典が多数の来賓をお迎えして盛大に挙行されました。

当初は京都市長、京都市教育委員会教育長も参加される予定でしたが、残念ながら、お二

人とも他の公務が入り代理の方に「祝辞」を託されました。この紙面で紹介します。

「大火、小火を繰り返しながら、子どもたちと一緒に学ばせていただいた数十年でした 。・・・」

定年を迎えられたある先生がおっしゃった言葉が、今でも私の胸に残っています。言い尽くせな

い様々な出来事が、その言葉の中に込められていたように思います。

昭和５４年の開校以来、洛西中学校が歩まれた３０年の歴史も、そうした一日一日の連続だっ

たと存じます。尊い営みの積み重ねにより、輝かしい礎を築かれ、この度、記念すべき創立３０

周年を迎えられましたことを心からお慶び申し上げます。

洛西中学校の先進的な教育実践は、私が教育長をしていた時代から目を見張るものがあり、と

りわけ、１８年度から「学力向上アクションプラン～洛西方式～」をいち早く立ち上げ、子ども

たちの「確かな学力の育成」に熱心に取り組み、その実践は、多くの教育の場で積極的に発表さ

れているほか、マスコミや教育誌に大きく取り上げられ 「洛西」の名を全国に発信されました。、

また、学校運営協議会設置による文部科学省「コミュニティスクール推進事業」の研究指定、

さらに今年度から小中連携教育実践研究事業として、国立教育政策研究所の調査研究ブロック指

定など、洛西中学校が推し進める輝かしい教育実践の内容は枚挙に暇がありません。これもひと

えに、歴代ＰＴＡ並びに地域の皆様の深い愛情、温かいご理解とご協力、また、学校長をはじめ

熱意溢れる教職員の先生方の弛まぬご努力とご指導があってこそであり、心から感謝を申し上げ

ます （中略）。

結びに、地域に根ざし、素晴らしい歴史を刻んでこられた洛西中

学校が、３０周年を契機とされ、保護者、地域の皆様とともに今後

ますますご発展されますこと、並びに子どもたちの健やかな成長を

祈念し、お祝いの言葉とさせていただきます。

京都市長 門川 大作

素晴らしい在校生たちによる全校合唱、

見事なハーモニーでした。 アンジェラ・アキの「手紙」！

！多数の来賓の方々が絶賛されていました。式典における生徒一人ひとりの態度を

全校合唱のハーモニーも、文化の部オープニングの文化委員による「よさこい踊り」も、

！それから吹奏楽部の演奏も



全国学力・学習状況調査の結果より
本校生徒の生活の様子についてのお知らせ（４）


